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(1) …M- (C三C) 2nM-(C=C) 2 π-M… 







L L L 
































まず、trans- (R3P) 2Pd(C==CH) 2の酸化カップリングでは 2量体しか得られなかったが、 trans- (R3P)2 
M(ー C==C-C==CH)2やtrans- (R3P).M (ー C三 C-C 6H.-C三 CH).などの酸化カップリング、 trans-
(R 3P) 川 Cl2 と trans- HC三 C-C 6H.-C三 CHとの脱塩化水素反応などで種々のオリゴマーを合成し、
その性状、特に電子スペクトルや熱分析などを検討した。 (M=Pt， Pd). 
しかしこれらのオリゴ、マーは種々の重合度のものが混合していることなどのために性質を正確に検
討することが難かしいので、 x -E(R3P) 2Ptー C三 C-C 6H.-C三 C行 Pt(R3P) X[ 1 ]を逐次合成すること
にした。
それに関して種々の合成法を検討し、銅アセチリドを試薬に用いる方法が最も適していることを明
らかにした。なおこの方法を用いると従来得られなかった種々の白金のシス・アセチリド錯体が容易
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に得られることが分り、合成したシスおよびトランス・アセチリド錯体の性質を比較検討した。
この銅アセチリド法で前記錯体[ 1] のη=1~4を合成し、それらの電子スペクトルから白金を通した
共役系、二・ C;;;C~Pt二・C-，;; Cーが弱いながらも存在することを明らかにした。またこれらのオリゴマ
ー錯体について示差熱天秤による熱分解過程についても若干の知見を得た。
以上藤倉君の論文は、遷移金属原子と共役不飽和系からなるオリゴマーの合成と性質につき、多く
の知見を明らかにしたもので、理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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